
３ 計画の作成ステップ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①  

〇〇 〇〇 
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 記載事項を確認の上、 

署名をします。(自筆) 
◇◇ ◇◇ 

夫 042-XXX-XXXX 

代理署名を行った場合は、「代理 
署名者」欄に署名をした方の氏名、 
本人との関係、連絡先（電話番号等）、 
住所を記入してください。 

20XX 

 

1 

 

本人による署名が不可能な場合は、 
（本人の同意を確認した上で）代理人 
による署名が認められます。 

町田市〇〇町✕✕―✕ 

この同意確認書に署名した日を記入します。 

※計画の作成日と同じでなくても構いません。 

「同意確認欄」を書く                     
１ 
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Q．記載した情報は、誰に共有されますか？                         

A. 作成した計画は、「災害対策基本法」に基づき、平常時から以下の人と共有する必要があ

ります。 

   ●対象者本人（及びその家族） 

   ●安否確認をする方や、避難を手助けする方 

   ●一緒に計画作成を行う方 

（福祉専門職等に作成を依頼する場合など） 

   ●町田市（作成した計画は、市に提出します） 

また、実際に災害が起こった場合や、風水害など、災害が発生するおそれがある場合な

どは、あなたの命を守るための支援に必要な限度で、その他、避難等の支援を行う関係

者などにも情報を共有します。 

 

 

Q．対象者本人が同意しない場合、計画作成はできませんか？                  

A. 対象者や家族が同意せずに計画を提出した場合は、市で計画書を受け取ることができま

せんのでお返しします。 
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   「１．基本事項」、「２．地震の避難計画」、「３．風水害の避難計画」を書く                    ②  

介護支援サービス○○ 

□□ □□ 

042-×××-×××× ✕✕✕ ✕✕✕ ✓ 

〇〇 〇〇 

✕✕✕ ✕✕✕ 

女 

85 

 

 ○○町×-×  

 ✓ 

✕✕✕  ✕✕✕ 

〇〇 ◇◇ 

✓ 

✓ １ 

0４２-×××-×××× 

0４２-×××-×××× 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

同 上 ✓ 
✓ 

19XX 

４ １ 

１つ以上記入 

✓ 

✓ 

✓ 

書ききれない場合は別紙（任意の用紙）を
添付してください。 

・毎食後と寝る前に薬を服用している。 

緊急時の連絡先①は記入必須 
②は必要に応じて記入 

２０XX ６ 1 

要介護４ 

この計画を作成した日を記入 

〇〇 △△ 

0９０-××××-×××× ✕✕✕  ✕✕✕ 

東京都〇〇区〇〇町 X-X-X 

✓ 危険の判断が難しく、避難の判断は周囲の人と行う。 

✓ 耳が聞こえにくいため、声掛けは正面から行う。 

✓ 車いすかストレッチャーを使用する。 

 

１つ以上記入 

「１．基本事項」の記入例 
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Q．緊急連絡先・支援者欄への記載は支援者の同意が必要ですか？              

A. 緊急連絡先や支援者欄に個人情報を記入する際は、必ず相手の同意を得てから記入して

ください。  

 

 

Q．作成した計画はどのように使われますか？                      

A. 作成した計画は、市に提出後、副本としてまとめます。副本は、本人と支援者が持ち、災

害に備えます。 

 

 

Q．作成する時はどのような状況を想定するのがいいですか？            

A. 災害はいつ発生するか予測できません。全ての状況を想定することは難しいため、自宅

で普段過ごしている状況を想定して計画を作成してください。 

 

 

Q．個別避難計画に添付しておきたい資料がある場合はどうすればよいか？   

A. 任意の様式で、別添資料を添付することは可能です。 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

計画を作成する中で、新たな気づきがあるかもしれません。 

対象者本人や家族を中心に、専門職や地域の支援者が一緒に内容を確

認しながら作成を進めるようにしましょう。 
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「２．地震の避難計画」の記入例 

✓ 

✓ 

✓ 

〇〇中学校 

◆◆ ◆◆ 
✕✕✕ ✕✕✕ ✓ 

0４２-×××-×××× 

✓ 

町田市〇〇町△―△―△ 

✓ 

車いすで移動するが、路面状況によっては背負って移動が必要なため、
あらかじめ近隣住民に協力を呼びかけておく。 

緊急時の連絡先①（②）と安否確認者が異なる場
合は、安否確認者の氏名・連絡先・本人との関係・
住所の記入が必要です。 

市が開設する避難施設の場合は、 
「避難先住所」は記入不要 

大地震発生後の状況を想定して
検討し、記入します。 
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Q．「地震の安否確認者」は誰が該当しますか？                         

A. 例えば、同居家族（同居人）、同居していない家族や親族、地域の支援者、友人・知人など

が該当します。 

Q．「安否確認方法」はどのような方法がありますか？                     

A. 例えば、下記のような方法があります。 

・同居、または近隣に住んでいる場合は直接見に行く 

・大地震の後は電話がつながりにくいため、災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板を利用

して安否を知らせる 

災害用伝言ダイヤルとは… 

・「171」に電話をかけ、伝言を録音するには「１」を、伝言を聞くには「２」をダイヤルします。そ

の後、電話番号を市外局番からダイヤルすると伝言を録音（または再生）できます 

災害用伝言板とは… 

・携帯電話各社が行う、災害用のサービスです。使い方は共通で、被災した地域の人がインタ

ーネットを経由して災害用伝言板にアクセスして安否情報を登録できます。安否を確認した

い人は相手の電話番号を入力すると、伝言を確認し、追加の伝言を登録することが可能です。 

Q．どのような状況であれば「在宅避難」ができますか？                  

A. 災害が起きた後、自宅が安全であれば自宅で生活（在宅避難）ができる可能性があります。

下記を参考に、自宅の安全性を確認しましょう。 

※計画書で「自宅（在宅避難）」と記入した場合でも、災害が起こった際に危険を感じる状況

（自宅が倒壊する危険がある場合・生活できない程度に被災した場合など）になったら、自

宅外に避難してください。 

 

 

 

 

Q．「地震の避難先」はどのような場所がありますか？                    

A. 災害時に避難することを事前に調整できる避難先（親戚・知人宅や町内会館等）があるか

確認しましょう。調整できる場所がある場合は、その場所が避難先となります。調整でき

ない場合、市が開設する避難施設が避難先となります。 

●避難先が調整できる・・・計画書の「(３)地震の避難先」に記入 

●避難先が調整できない・・・市が開設する避難施設を確認し、計画書の「(３)地震の避難先」に記入  

 

 

自
宅
で
過
ご
せ
る 

可
能
性
が
高
い 

自
宅
外
に
避
難
す
る 

可
能
性
が
高
い 

いいえ はい 

自宅が新しい耐震基準（１９８１年６月１日）以降の建物、 
または鉄筋住宅などの頑丈な作り 

近隣に倒壊・火災などが起きそうな建物や崖などがない 

水や食料などの備えが十分にある 

※市が開設する避難施設の確認方法については、P24参照 
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「３．風水害の避難計画」の記入例 

息子（〇〇 △△）の家 

東京都〇〇区〇〇町 X-X-X 

✓ 

✓ 

✓ 

車の乗り降りが大変なので、雨風が強まる前の避難を心がける。 
息子の妻が自家用車で迎えに行き、夫と一緒に避難する。 

〇〇 ▲▲ 
✕✕✕ ✕✕✕ 

0９０-××××-×××× 
✓ 

東京都〇〇区〇〇町 X-X-X 

市が開設する避難施設以外に
避難する場合、「避難先住所」
も記入が必要です。 

雨風が強まる状況を想定して検討し、記入します。 
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Q．災害時に想定される被害はどのくらいですか？                      

A. 「町田市洪水・土砂災害ハザードマップ」を確認ください。自宅周辺がハザードマップ上で

色が塗られているか等、自宅周辺のハザードの状況を確認しましょう。 

 

 

Q．どのような状況であれば「在宅避難」ができますか？                  

A. 災害が起きた後、自宅が安全であれば自宅で生活（在宅避難）ができる可能性があります。

下記を参考に、自宅の安全性を確認しましょう。 

※計画書で「自宅（在宅避難）」と記入した場合でも、災害が起こった際に危険を感じる状況

（自宅が倒壊する危険がある場合・生活できない程度に被災した場合など）になったら、自

宅外に避難してください。 

 

 

 

 

 

Q．「風水害の避難先」はどのような場所がありますか？                  

A. 災害時に避難することを事前に調整できる避難先（親戚・知人宅や町内会館等）があるか

確認しましょう。調整できる場所がある場合は、その場所が避難先となります。調整でき

ない場合、市が開設する避難施設が避難先となります。 

●避難先が調整できる・・・計画書の「(１)風水害の避難先」に記入 

●避難先が調整できない・・・市が開設する避難施設を確認し、計画書の「(１)風水害の避難先」に記入  

 

 

 

 

 

 

自
宅
で
過
ご
せ
る 

可
能
性
が
高
い 

自
宅
外
に
避
難
す
る 

可
能
性
が
高
い 

いいえ はい 

自宅がハザードマップ上で色が塗られていない。かつ、
周りと比べて土地が低くなく、周りに崖がない。 

自宅がハザード状で色が塗られているが３階建て以上
で、水や食料などの備えが十分 

※町田市洪水・土砂災害ハザードマップについては、P22参照 

※市が開設する避難施設の確認方法については、P24参照 

風水害は事前にある程度予測ができるため、公共交通機関が動いてい

るうちに遠方の知人宅などに避難することも可能です。気象情報をこ

まめに確認し、避難先が遠方の場合は、早めの避難を心がけるよう促

しましょう。 


